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取り組みの期間は、計画がスタートする平成16年度から中間評価計画見直しの前年度

平成19年度までの4年間とし、平成20年度にこれらの活動や評価を踏まえ計画の見直

しを図り、さらに10年後の目標年次まで活動を継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進体制 

平成 
16 
年度 

平成
20
年度

平成 
25 
年度 

目標年次中間評価計画推進 

平成16年 

3月 14日 

スタート 

健康な市民

ＱＯＬ

の向上

市民が主体的に活動する（仮称）推進会議 

計画の推進・サポート 

行政の役割

家 族

専門家から

の指導

マスメディア 

医療関係機関

仲間づくりや

周囲の支援

保健関連団体 
保育園・幼稚園 
・学校 

企 業 
（職域） 

情報発信 

地域組織 
ボランティア団体 

周囲からの助言 

自分の健康に
関心を持つ

個 人 

●各種健康施策の実施 

●健康づくりのしくみづくり 

●市民への周知 

プランの趣旨や内容について、広報にっしん

やホームページなどを通じて広く市民に周知

を図り、健康づくりへの自主的な取り組みの

促進と健康管理意識の高揚を図ります。 

●（仮称）推進会議 

次期計画見直しまでの間、市民

が主体となり、健康づくりに関

する普及・啓発活動を推進する

とともに、計画の進行状況のチ

ェック機能や評価を行います。

●関係機関との連携 

保健、医療、福祉、教育、企業、ボ

ランティア団体など、個人の健康づ

くりを支援するため、ネットワーク

化等の連携を強化します。 

高齢者・障害者
団体

（仮称）推進会議

市（保健センター） 


